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はじめに
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中学校で1200語

高校で1800語

高校卒業までに
3000語

小学校で
600語～700語

中学校で
1600語～1700語

高校で
1800語～2500語

高校卒業までに
4000語～5000語



 あつかう／指導するが何を指すのか？

 どの語彙を教えればいいのか？

 指導の結果の評価は？

 中学校では、「既習」としていいのか？

 600語～700語という基準設定の妥当性
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はじめに

実態調査の必要性



語彙サイズ
英語の技能・熟達度との相関（Arnaud, 1992; 

Koda, 1989; Laufer, 1992; Meara, 1992）

語彙サイズの大きな学習者≒熟達した学習者

プレイスメント，到達度の測定

リーダーの難易度 e.g., Level 3: 650-word level

効果検証（pretest, posttest)
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語彙サイズ
 L2学習者の語彙サイズを測定する研究（Alonso, 

2013; Gallego & Agustin Llach, 2009; Laufer, 
1998; Qian, 2002）

 L2学習者の語彙サイズは2,000語～3,000語
（Olmos, 2009; Pathan et al., 2019; Tang, 2007）

多くがESL環境での調査
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日本人学習者の語彙サイズは、小さいことが
予想される



語彙サイズ
McLean et al. (2014)VSTで日本人大学生の語
彙サイズを測定→3715.20語

Mizumoto and Shimamoto (2008) 日本人
大学生の語彙サイズを測定→3,000語

 Katagiri (2000)→2,719～4,371語
(written)，2,343～4,113(listening)
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語彙サイズ
 Kosuge (2003) 中学1年生＝1,185.97語，
中学２年生＝1,859.52語

 Sato (2017) 中学１年生＝795語; 中学２年生, 
1,024語; 中学３年生, 1,070語
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日本人の小学生の語彙サイズを測定した研究
はほとんど見られない



研究の目的

日本人小学生の語彙サイズの伸長を縦断的に調査
する

RQ1：小学校５年生、小学校６年生の語彙サイズ
はどれくらいか

RQ2：２年間の小学校の英語学習で小学生の語彙
サイズはどのように発達していくのか
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研究手法（参加者）

 41名の公立小学校に通う小学生

すべての測定に参加した児童のみを分析の対象
とする（40名）

 35時間の外国語活動（3・4年生）

 70時間の外国語の授業（5・6年生）
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研究手法（マテリアル）

 小学生用に独自に開発された語彙サイズテスト
（Sato,2018)

 Hi, friends! 英語ノート, 教室英語辞典, 中学校1年
生用の検定教科書, 絵辞典，絵本などをデータソー
スにしたコーパスから主成分得点を基に作成された
リストを基に開発

 4択のリスニング形式

 400語レベルと800語レベル

 ２つの異なるフォーム
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研究手法（マテリアル）
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研究手法（実験の流れ）

２年間の縦断的な語彙サイズの測定

各学年の７月と２月にテストを実施
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結果と考察（記述統計）
５年次
７月

５年次
２月

６年次
７月

６年次
２月

Mean 437.50 538.00 582.00 618.50

SD 91.95 96.80 96.80 98.54

95% CI [408.09, 

466.91]

[507.04, 

568.96]

[551.04, 

612.96]

[586.98, 

650.02]
Note. N = 40. The maximum score for each level of the vocabulary size test (Sato, 2019) was 800. SD = 

standard deviation, CI = confidence interval



結果と考察（記述統計）

 ５年生の７月段階で400～600語

 3・4年次の外国語学活動の学習成果

 外来語の影響

 BNCの上位3,000語のうち半分が何らかの形で日本
語の借用語として使用されている（Daulton, 2008) 

 learners’ knowledge of loanwords is a 
tremendous resource for learning 
English(Nation & Webb, 2011) 
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結果と考察（二元配置の分散分析）
テストのレベル（400語レベル・800語レベル）とテストの実施時

期（５年生７月・５年生１２月・６年生７月・６年生１２月の２要因
を分散分析で比較

Sources SS df MS F p η2

Test Levels 623045.00 1 623045.00 206.29 < .001 .32

Test Time 367450.00 3 122483.33 40.55 < .001 .19

Interaction 38705.00 3 12901.67 4.27 .006 .02

Error 942320.00 312 3020.26

Total 1971520.00 319



結果と考察（二元配置分散分析）

テストレベル有意な差

400語レベル > 800語レベル

多重比較（Tukey)

400語レベル

５年７月 < ５年２月 = ６年７月 = 6年２月

800語レベル

５年７月 < ５年２月 < ６年７月 = ６年２月
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結果と考察（二元配置分散分析）
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結果と考察（二元配置分散分析）

それぞれのレベルに含まれる語彙の特性
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結果と考察（二元配置分散分析）

 400語レベルには800
語レベルと比較して
動詞の割合が多い

 800語レベルには400
語レベルと比較して
名詞の割合が多い
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まとめと課題

実証データに基づいた語彙指導や教材開発の重
要性

語彙の特性や学習者の語彙の習得パタンに基づ
いた指導（21ページから23ページまでを10回
ずつ書いてきなさい？）

指導の効果検証とそれに基づく指導改善
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まとめと課題

検定教科書のデータを反映した語彙リストと語
彙サイズテスト

テストの実施と分析を繰り返しテストの改善

頻度情報ではなく、項目困難度など児童の語彙
知識を反映した語彙リストおよび語彙サイズテ
スト
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ご清聴ありがとうございました

ご意見やご質問

語彙サイズテスト・語彙リストに関する
お問い合わせ

スライドのデータを希望する場合は…

satotsuyo@hirosaki-u.ac.jp

または、「佐藤剛研究室」で検索！
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